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財務諸表ってなに？

決算日における財務状態を明らかにするものです。貸借対照表１

１年間の運営状況を明らかにするものです。損益計算書２

１年間の貸借対照表における純資産の部の変動内容
を表したものです。

純資産変動計算書３

１年間の資金の流れを活動別に表したものです。キャッシュ・フロー計算書４

未処分利益の処分または、未処理損失の処理の内容
を明らかにするものです。

利益の処分又は
損失の処理に関する書類

５

上記１～５の内容を補足したものです。附属明細書６

財務情報と業務内容の関連を表したものです。事業報告書 ※７

年度計画の予算と、決算額を対比させたものです。決算報告書 ※８

○国立大学法人には国民が納めた多くの税金が投入されています。そのため、
その税金を何の目的で、どのように使っているか、国民や社会に対して説明
する責任があります。

○この説明責任を果たすため、各国立大学法人は、下表の１～６を財務諸表と
して文部科学大臣に提出します。また７・８も財務諸表に添付して提出しな
ければならない書類です。

国から交付される運営費交付金等を
目的どおり効率良く使用したかどうかを報告

国民のみなさまからのチェック・評価

自己の状況を客観的に把握・比較分析

国立大学法人の事業の効率化
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財務諸表

財務諸表の関連

○財務諸表の各書類は、次のような関係性にあります。

〇「貸借対照表」の『未処分利益』と「損益計算書」の『当期総利益』は一致
するなど、それぞれの書類で対応する事項があります。

貸借対照表

資産 純資産

負債

未処分利益

損益計算書

当期総利益

費用

収益

自己収入等
に基づく
収益

(収益の内数)

純資産変動計算書

（当期首残高）

純資産合計

キャッシュ・フロー
計算書

期末残高

支出
収入

未処分利益

利益の処分又は
損失の処理に関する書類

附属明細書

内容を補足

現預金
（資産の内数）

（当期変動額）

（当期末残高）
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財務諸表と決算報告書

貸借対照表

資産 純資産

負債

未処分利益

損益計算書

当期総利益

費用 収益

決算報告書

収入－支出

収入 支出

○財務諸表を構成する「貸借対照表」「損益計算書」は、国立大学法人会計基
準に従って作成します。

〇「貸借対照表」と「損益計算書」のそれぞれに計上される『当期総利益』は、
一致する仕組みとなっています。

○一方で、「決算報告書」は国の会計認識基準に準じて、現金主義を基礎と
しつつ出納整理期の考え方を踏まえて作成します。

〇このため、「決算報告書」における『収入-支出』の額と、『当期総利益』は
一致しません。

損益計算書

当期総利益

費用 収益

※引当特定資産制度について
〇令和4年度の会計基準改訂により、各事業年度の現金収支の差額（決算上
の現金余剰金）を基礎として、目的積立金とは別に国立大学法人自らの判
断で、施設設備更新等に備えるために計画的に資金を留保するための制度
として引当特定資産が新設されました。
鳴門教育大学では、令和5年度決算から当制度を活用し、減価償却引当特
定資産への繰入を行っています。
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国立大学法人会計と企業会計原則

○国立大学法人会計基準は「複式簿記」「発生主義」という点では、企業会計
原則と同じです。

○しかし、次のような国立大学法人の制度上の前提や、財政構造等の特性を踏
まえて、企業会計原則に一定の修正を行った上で、特有の会計処理を行って
います。

国立大学法人の主な特性

公共的な性格から利益獲得・独立採算を前提とせず、国から財源措置がある

施設整備など、大学単独の判断で意思決定が完結しない場合がある

制度上、資本主を予定せず、利益が配当されることはない

企業会計国立大学法人会計

財政状態・経営成績の開示
投資判断のための情報

目的
財政状態・運営状況の開示

業績評価のための情報

複式簿記記帳方法複式簿記

発生主義認識基準発生主義

決算中心主義予算・決算予算と決算の双方を重視

財務諸表（発生主義）開示書類
財務諸表（発生主義）

決算報告書（現金主義）

企業判断により処分可能
株主への配当など

利益
文部科学大臣による承認を

経て処分可能
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国立大学法人会計の特徴（収益の認識）

○運営費交付金、授業料、寄附金、補助金などを受領した際は、教育研究等の
業務実施義務を負うことから、収益は計上せず、いったん負債に計上します。

〇その後、業務実施に伴い収益に振り替える会計処理をします。

運営費交付金受領
貸借対照表

現金
100

運営費交付金
債務
100

年度決算（損益が均衡する場合）

損益計算書

教育経費
100

運営費交付金
収益
100

損益計算書

教育経費
80

運営費交付金
収益
100

利益
20

期間進行・業務実施

教育研究等の
業務実施義務

年度決算（利益が生じる場合）

※通常どおり業務を行えば損益が均衡します。 ※費用が抑えられれば利益が発生します。

一定の期間の進行を業務の進行とみなし、債務を収益化期間進行基準

業務の実施に伴い、債務を収益化業務達成基準

費用の発生を業務の進行とみなし、債務を収益化費用進行基準

≪運営費交付金等の収益化基準≫

（例）
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国立大学法人会計の特徴（固定資産に関する会計処理）

○令和4年度の会計基準改訂（資産見返負債による損益均衡処理の廃止）に伴
い、運営費交付金、授業料、寄附金により固定資産を取得した場合は、受領
時の負債を固定資産取得年度に収益に振り替えることとなりました。

〇固定資産の減価償却に伴って、翌年度以降は費用のみが計上されます。

運営費交付金受領 貸借対照表

現金
100

運営費交付金
債務
100

固定資産取得

損益計算書

減価償却費
20

減価償却

貸借対照表

固定資産
100

教育研究等の
業務実施義務

貸借対照表

固定資産
80

費用のみ
計上

取得時に
全額収益化

資産
購入

（例）

資産
活用

損益計算書

運営費交付金
収益
100

単年度では損益均衡しない

運営費交付金・授業料・寄附金等
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○補助金により固定資産を取得した場合は、受領時の負債を「長期繰延補助金
等」という固定負債に振り替えます。

〇固定資産の減価償却に伴って、「長期繰延補助金等」は「補助金等収益」に
振り替えられ、資産と負債、収益と費用が均衡します。

補助金受領 貸借対照表

現金
100

預り補助金等
100

固定資産取得

損益計算書

補助金等収益
20

減価償却費
20

減価償却

貸借対照表

固定資産
100

長期繰延補助金等
100

貸借対照表

固定資産
80

長期繰延補助金等
80

減価償却費と
同額の負債を
収益化

負債勘定へ
振替

資産
購入

（例）

資産
活用

国立大学法人会計の特徴（固定資産に関する会計処理）

補助金
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国立大学法人会計の特徴（固定資産に関する会計処理）

○施設等の更新が必要なときに、出資者である国から施設費（補助金）が交付
されます。

○このように、国立大学法人の独自判断で意思決定が完結しないような行為に
起因する支出は、損益計算の範囲外とされ、”費用“としてではなく、純資産
（資本）の一部として処理します。

施設費受領
貸借対照表

現金
100

預り施設費
100

固定資産取得
（施設等の更新）

損益計算書

収益減価償却費

減価償却

貸借対照表

固定資産
100

資本剰余金
100

貸借対照表

固定資産
80

資本剰余金
80

費用も
収益も

計上しない！

負債から
資本へ
振替

資産
購入

（例）

資産
活用

△20△20

資産及び純資産の
マイナス△評価

施設費等
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○各事業年度の決算において発生した未処分利益のうち、文部科学大臣から
「経営努力により発生した利益」として認められた金額は目的積立金とな
り、中期計画で定める剰余金の使途の範囲内で使用することができます。

※中期目標期間の最終年度
〇中期目標期間の最終年度は、目的積立金、積立金、前中期目標期間繰越積
立金及び当期未処分利益を全て積立金として整理します。積立金のうち文
部科学大臣から承認を受けたものに限り次期中期目標期間に繰り越し、そ
の他の積立金については国庫納付を行います。

国立大学法人会計の特徴（利益の処分）

帳簿上の利益
（現金の裏付けのない利
益）౞

૪
ী
ਹ
இ

経営努力で発生した
利益
（現金の裏付けのある利
益）

積立金
（会計処理上の損失補填
のみに使用）

目的積立金
（中期計画で定める剰余
金の使途に従い使用）

経
営
努
力
認
定

目的積立金

積立金

前中期目標期間
積立金

未処分利益

஋
য়
স

前中期目標期間繰
越積立金

国庫納付金

文
部
科
学
大
臣
の

承
認


